
三重県新しい公共支援事業 新しい公共の場づくりのためのモデル事業 

～日常の付き合いを通し、災害時にも日本人と外国人が助け合える関係作りを目指して～ 
 

≪伊賀市の在住外国人≫ 
伊賀市の外国人人口比率 4.57％（三重県第 2 位） 
高い生産年齢人口比率 
雇用機会が比較的多い 

 

地域社会とのつながりが弱い 
・近所に住む日本人との会話が少ない 
・自治会や地域活動の意義、行事等の情報が伝わっていない 
・日本人住民も外国人住民へのアプローチ方法が分からない 

日本語でのコミュニケーションの不足 
・日常生活で日本語を使う機会が少なく、上達しにくい 
・日本人住民が｢やさしい日本語｣を話すことに慣れていない 

災害の知識・経験の不足 
・母国で地震や洪水を経験したことがない 
・避難所の場所を知らない 

地域自
治組織 

自治会や地域活動への理解促進 
・外国人住民向け「自治会＆防災アンケート」実施 
・地域行事を多言語で情報提供 
・日本人との定期交流の機会を設ける 
 例：「日本語よみかき教室」、「日本料理教室」など 

日本語によるコミュニケーションの機会を増やす 
・「日本語よみかき教室」開設 ・地域行事での交流 
・日本人住民を対象とした「やさしい日本語」の普及 

防災意識の向上、災害時の対応を学ぶ 
・多言語での防災情報の提供 
・『大震災から学ぶシンポジウム』開催 

（大震災を経験した外国人の体験談を聞く） 
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もし大災害がおこれば、

外国人は要支援者となっ

てしまう。 

三重県 
地元 

企業 
 
 

 

地域 
住民 


